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国際ロ－タリ－第 2790 地区 

SERVE TO CHANGE LIVES  

2021-22年度国際ロ－タリ－テ－マ 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

◆欠席者【敬称略】      
石井文子・叶川博章・嶋津正和・鈴木秀幸・
趙 亜南・中野麻美・林田謙治・宮寺順子・
田口理紗・鶴岡大治 

 

◆出席 会員４２名 ◆出席率    ７４.３５％ 
出席２９名 ◆前々回出席率 ６９.２３％ 
欠席１３名 ◆修正後出席率 ７４.３５％ 

 

◆点鐘 １２時３０分  
渡邉 愼司会長    

 

 

■司会進行              有島敏夫ＳＡＡ    
 

 

◆Ｒソング斉唱 
「我等の生業」  

◆四つのテスト                 内田重会員 
  

    
 

 

【 加藤智生会員のペット 】 

◆メイクアップ 
・2/5 ＲＬＩパートⅠ 

堀内正人・渡邉愼司・石田 亨・松岡邦佳 
 
 
  

【モカちゃん（12 才）】 

◆結婚記念日祝い  大森裕資（2/6） 
 

 



◆ゲスト・来訪ロータリーアン紹介 
              渡邉愼司会長 
◇千葉ＲＣ 宮腰次郎様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇君津ＲＣ 廣田二郎様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇米山奨学生 鳥尼巴図（ウニバト）様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■会長挨拶・報告      渡邉愼司会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 先日、ＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研
究会）に私と石田副幹事、松岡パスト会長、堀
内副会長の４名でリモートにて参加をしまし
た。リーダーシップという言葉から難しい内容
なのかと想像していましたが、参加者交互の意
見を聞きながらロータリーについての知識や

考え方を学ぶ場と言っても良いかもしれませ
ん。実際入会歴が半年の女性会員も、先輩会員
から促されて参加をしていました。逆に入会歴
が２０年近い会員も参加しており、地区内のク
ラブから４０名程度が参加し開催されました。
リモートでの実施だったこともあり活発な意
見交換とまではいきませんでしたが、次回は多
分リモートではないのでまた違った感想を抱
くかも知れません。この各パートのカリキュラ
ムは、朝９：００から１６：００までとなって
おり、１日を費やして行うので参加するのが大
変かもしれませんが、ロータリーを知る良い機
会だと思いますので、機会があれば参加してみ
て下さい。 
 もう一つ報告として、ＲＩ理事会は本年度の
ヒューストンでの国際大会を対面式で開催す
る決定をしました。ハワイ・台湾での国際大会
をバーチャル国際大会として開催しましたが、
今回はワクチン接種や陰性証明書によって参
加が可能となっています。2 月 7 日におけるア
メリアの新規感染者数は３５万人と一時のピ
ークより減少しています。また、テキサス州は
カルフォルニア州についで累計感染者数が多
く、６３９万人となっています。仮に参加した
としても日本に帰国時に 7日間の待機が必要と
なっているので、参加をするのは大変難しい状
況だと言えます。 
 本日は、２７９０地区米山記念奨学委員会委
員の宮腰さんと、米山奨学生のウニバトさんに
は、まん延防止重点措置の適用中にも係らずお
越し頂き卓話をして頂きます。米山記念奨学制
度は日本独自ですが、日本のロータリアンの寄
付から成り立っています。我がクラブも毎年寄
付をしていますが、２０２１年１２月現在で６
８２，０００円の寄付額となっております。普
通寄付として１名当たり４，０００円を毎年会
費から納めており、その他に特別寄付として１
０月に寄付の依頼をしております。今までどの
位当クラブが寄付をしたかというと、累計寄付
額は３６，０１７，６５０円となっています。 
地区での累計の寄付額が一番多いクラブは

成田クラブで７５，３９０，１１１円です。２
７９０地区の今年の寄付額は３２，５７８，２
００円となり、１名当たり平均は１２，３２６
円となります。そして累計寄付額は、１，９５
６，６１３，８６１円です。 
では奨学生にどの程度支給されるかという

と、学部課程の留学生には月１０万円、修士課
程の留学生には月１４万円が支給されます。以
前当クラブにも留学生を受け入れていました
が、この奨学制度のおかげでアルバイトの時間
が減り、学業に専念できて大変助かっていると
言っていました。 
また、国に帰った後も学友会のメンバーとし

て活動をする人たちも多くいます。両国の懸け
橋となりまた、ロータリアンとなり活躍する奨
学生も多くいます。本日は米山奨学生の本音が
聞ければよいと思いますので宜しくお願い致
します。 

 
 



■幹事報告         吉田和義幹事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.第 8 回理事会報告  出席者 10 名 
審議事項 
① 2020 年 1 月分収支報告の件 

→承認されました。 
2.幹事報告 
1) 2021-22 年度ガバナ－事務所より「PHS ポ
ール・ハリス・ソサエティ)認証式のご案
内」が届いておりますので回覧いたしま
す。 

2)一般社団法人ロータリー友事務所より「新型
コロナウイルス感染症に関する友事務所対
応のお知らせ」が届いておりますので回覧
いたします。  

  
3.他クラブからのお知らせ 
1）富津中央シティ RC、君津 RC より「週

報」届いておりますので回覧いたします。 
 
4.その他のお知らせ 
なし 
  

5.回覧 
・2021-22 年度ガバナ－事務所より「PHS ポ
ール・ハリス・ソサエティ)認証式のご案
内」 

・一般社団法人ロータリー友事務所より「新
型コロナウイルス感染症に関する友事務所
対応のお知らせ」 

・富津中央シティ RC・君津 RC より「週報」 

 
 
■委員会報告 

◆地区ＲＬＩ推進委員会   松岡邦佳会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区のＲＬＩ推進委員会の松岡です。2 月 5
日の開催されたＲＬＩパート１に渡邉会長を

はじめ 4名に皆様に参加いただきありがとうご
ざいました。引き続きパート 2を 3月 5日に開
催いたしますので皆様のご参加をよろしくお
願いします。パート１とは独立したセッション
となっておりますのでパート１に参加してい
ない方でも十分に参加いただけます。後日事務
局から案内がありましたら、是非参加ください
ますようお願いします。 
 
◆社会奉仕プロジェクト委員会  

林幸二郎委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2月 20日（日）に大田山公園の清掃活動を
実施します。今回は日曜日ですので、お間違
えの無いようにお願いします。雨天の場合
は、レストラン「東洋」に会場を変更し例会
を実施します。 
 
 
◆ニコニコボックス報告・出席報告 

親睦出席委員会 板谷優作会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇千葉ＲＣ 宮腰次郎様 
 本日は米山奨学生の卓話の時間を頂き誠に
ありがとうございます。 

 
◇君津ＲＣ 廣田二郎様 
 例会に出席させて頂きました。 
 
◇豊田文智委員長 
 米山記念奨学会の奨学生のウニバト様の卓
話、どうぞ宜しくお願いいます。 
又、千葉ＲＣの宮腰様、カウンセラーの廣田
様、本日はご来訪ありがとうございます！ 

 
 
 
 
 
 



■例会アワー  
米山記念奨学会委員会   豊田文智委員長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆卓話者     
◇千葉ＲＣ                    宮腰次郎様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２７９０地区米山記念奨学委員会の宮腰と

申します。所属は千葉ロータリークラブでござ
います。卓話に移る前に一言ご挨拶を申し上げ
ます。本日は米山奨学生の卓話のお時間をいた
だき誠にありがとうございます。 
木更津東ロータリークラブの皆様には日ご

ろより米山記念奨学事業に対する温かいご理
解とご協力を頂いておりますことをこと心よ
り感謝申し上げます。(公財)米山記念奨学会の
主目的は「奨学生の育成」と「寄付の増進」で
す。 
ロータリー米山記念奨学会は 129の国と地域

にまたがり累計 21600名以上が卒業し年間事業
費は 14 億円にも上る国内で民間最大規模の国
際奨学事業です。「ロータリー運動の良き理解
者となる」人材を育成するという事業の使命へ
の期待は増々高まり「母国と日本を結ぶ懸け橋」
となって国際社会で活躍する優秀な留学生を
奨学することを目的としています。優秀とは学
業に対する熱意や優秀性はもちろんのこと、異
文化理解、コミュニケーション能力への意欲や
能力に優れている点が含まれます。そしてロー
タリー米山奨学生はロータリークラブを通じ
ての日本の文化、習慣などに触れて社会参加と
社会貢献の意識を育て、将来ロータリーの理想
とする国際平和の創造と維持に貢献する人と
なることが期待できます。 
また、ロータリー米山記念奨学金制度は経済

的な支援だけではなく「世話クラブ・カウンセ
ラー制度」を設けて世話クラブの例会に月一度
出席しロータリー会員と積極的に交流し国際
交流・相互理解を深める共にロータリーの奉仕
の精神を学びます。米山奨学金制度の役割は今
後更に重要度、社会的な必要性が高まっていく
と考えています。 

次に米山記念奨学会の財団法人の設立化の
過程では一定の寄付額を会員の皆様にお願い
し、定期的な金額を送金することを約束するこ
とで文科省から「財団法人」という冠を頂けた
歴史がございます。米山奨学会への寄付金は 2
種類ございます。一つは普通寄付金、こちらは
日本の全ロータリークラブ会員からクラブを
通じて定期的にいただく寄付です。半期に 1度、
会員数分をご送金いただきます。もう一つは特
別寄付金です、個人、法人、またはクラブから、
普通寄付金以外に任意でいただく寄付金です。
ロータリー関係者以外の一般個人、法人、団体
からもお受けします。金額に決まりはありませ
ん。いつでも、おいくらからでもご送金いただ
けます。クラブ事務局からご申請いただければ、
税制上の優遇措置を受けるための申告用領収
証を発行いたします。 
昨年からのコロナ禍で多くの会員の皆様が

本当に大変な思いで事業を展開されていると
は思います。その中で寄付をいただいておりま
すこと、とても嬉しく思います。ありがとうご
ざいます。 
日頃のご支援に心より感謝申し上げますと

もに引き続き変わらぬご理解ご協力のほどよ
ろしくお願い申し上げ、私の挨拶といたします。 
本日はよろしくお願いいたします。 
 
◇米山奨学生    鳥尼巴図（ウニバト）様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ 

目の前の社会への「つながり」と今後の展望 

1.自己紹介 
 日本に来て 5年目になった。昭和女子大学の
研究生を経て、2018年に 4年に千葉大学の博士
前期課程に入学した。今年は同大学博士後期課
程の 2年生。故郷は中国の内モンゴル自治区で
ある。日本に来たあと「出身地はどこですか？」
とよく聞かれる。私は「出身は内モンゴルです」
と回答する。それで「内モンゴル」とわかる人
もいるが、「あ、モンゴルか」、「朝青龍の故郷か」、
「相撲の国だ」と反応してくれる方が多かった。
私にとってそれに対する説明が難しかった。実
は歴史的などさまざまな要因によって世界中
のモンゴル人が大きく三つに分けられている。
それは今のモンゴル国であるハルハ・モンゴル
と中国の内モンゴル自治区、ロシアのブリャ 
ド・モンゴルである。国家によってその国の国
民や民族に対する認識がそれぞれと考えられ
る。 
 



2.研究テーマ 
研究は故郷である内モンゴルにおける牧畜

民の定住化と当地域を襲う砂漠化への危険感
を原動力にしたもので、リモートセンシングと
文化人類学の融合による研究である。内モンゴ
ルの牧畜民は昔から遊牧生産を行ってきた。そ
の遊牧生産が乾燥草原に一番適応した生産方
式と言われている。しかし、1980年代に政府か
ら「土地の分配」など一連の定住政策を行った
ことにより、現在牧畜民は定住放牧生産を行う
ことになった。定住化に伴い生業、生活、文化、
自然環境が著しく変化している。 

 
3.内モンゴルと利根沼田両地域における比較
の試み 

 2020 年 8 月から群馬県の利根沼田地域にお
ける地域活性化活動に参加してきた。利根沼田
地域における人々の農産品を販売するために
設立した農産品集中直売所や自発的組織形態
のあり方、経営経験などが内モンゴルの牧畜民
に参考になれると考えている。現在は利根沼田
地域活性化メンバーと定期的なオンライン問
答会を行っている。今後も両地域において経営
経験の見学など交流活動を行っていく予定で
ある。 
 
4.奨学生なってからの感想 
クラブの皆さま、カウンセラー廣田様のおか

げさまで、日本の社会をもっと深く理解するよ
うになってきた。奨学生になった後の一つの大
切な感想は、正式的な日本社会に溶け込みして
いる感じをした。例えば、挨拶の言葉から日常
の交流、自分の行動まで学んでいく必要がある
と思った。ロタリーアンの世界観（精神、奉仕
経験）を身につけ、視野を広げていくような貴
重な機会をいただいている。そして、奨学金の
経済的支援により、アルバイトの時間を減らし、
研究に専念することができた。昨年 8月に皆さ
まのおかげさまで、コロナのなかで一時的帰国
し、研究調査を行うことができた。 

 
5.将来 
博士号をとって、牧畜研究に専念したい。学

業以外の活動にも活躍し、地域の活性化などそ
の社会をもっといいなれるように頑張りたい。
卒業した後、ロータリアンの一員として活躍し
ていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木更津東ロ－タリ－クラブ事務局メ－ルアドレス eastkisarazu-rc@nifty.com 

 

◆点鐘 １３時００分 渡邉愼司会長    
 

 

～ロータリーについて知ろう～   

第22回目 

ＲＬＩ：THE ROTRY LEADERSHIP 

INSTITUTE（ロータリーリーダーシップ

研究会）について説明します。ＲＬＩは草

の根レベルの指導力育成プログラムで、

国際ロータリーとは別の組織になってい

ます。 

目的は、ロータリーに関して色々な角

度から考える機会を得て、参加者個人個

人が新たな気づきを得る場であり、最終

的には、クラブの将来のリーダーを育て

る目的がありますが、新会員にも他クラ

ブの方と意見交換する事で広い視野を持

った会員に育てることとしています。 

パート１～３、卒業コースとあり、どの

パートから受けても構いませんが、全て

を受講する必要があります。１日掛かり

の講習なので時間をつくるのが難しいか

もしれませんが、ロータリーを理解する

良い機会になります。 

実際ロータリーって何と聞かれた時

に、様々な意見が出てくると思います。だ

からこそ様々な意見を聞いて自分なりの

ロータリーを築くことも大切かもしれま

せん。 

 

 

 


